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「いずると入るとを」 

  詩編 121 編 

 

1【都に上る歌。】 

目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。 

わたしの助けはどこから来るのか。 

2 わたしの助けは来る 

天地を造られた主のもとから。 

3 どうか、主があなたを助けて 

足がよろめかないようにし 

まどろむことなく見守ってくださるように。 

4 見よ、イスラエルを見守る方は 

まどろむことなく、眠ることもない。 

5 主はあなたを見守る方 

あなたを覆う陰、あなたの右にいます方。 

6 昼、太陽はあなたを撃つことがなく 

夜、月もあなたを撃つことがない。 

7 主がすべての災いを遠ざけて 

あなたを見守り 

あなたの魂を見守ってくださるように。 

8 あなたの出で立つのも帰るのも 

主が見守ってくださるように。 

今も、そしてとこしえに。 

＊＊＊＊＊ 

この一年を振り返って，この詩編を一緒に読みながら 

感謝の時を過ごしたいと思います。 

 

この詩編は都のぼりの歌として書かれていますから 

山の上にあるエルサレムの神殿に向かいながら、周囲の山々を見て 

詩と祈りが生まれたのだと思います。 

 

目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。 



わたしの助けはどこから来るのか。 

2 わたしの助けは来る 

天地を造られた主のもとから。 

 

様々な悩みや苦労が山々のように見え隠れするとしても 

天地を造られた主のもとから助けが必ずあると信じることができたら 

心の安心は深まると思います。 

同時に山々を造り、すべてのものを造られた主が私の心も 

問題も知っておられ、御手を伸ばして助けてくださると 

信じることができたら、その心強さはどれだけのものになるでしょう。 

詩編の作者は主の助けを信じているからこそ、 

家族や仲間のためにも祈りをささげているのです。 

 

3 どうか、主があなたを助けて 

足がよろめかないようにし 

まどろむことなく見守ってくださるように。 

4 見よ、イスラエルを見守る方は 

まどろむことなく、眠ることもない。 

5 主はあなたを見守る方 

あなたを覆う陰、あなたの右にいます方。 

6 昼、太陽はあなたを撃つことがなく 

夜、月もあなたを撃つことがない。 

7 主がすべての災いを遠ざけて 

あなたを見守り 

あなたの魂を見守ってくださるように。 

 

眠ることもせず見守ってくださる神様の存在と助けとを 

知ることができるなら、私たちの心は元気になれます。 

 

8 あなたの出で立つのも帰るのも 

主が見守ってくださるように。 

今も、そしてとこしえに。 

 

この部分の文語訳では 

「ヱホバは今よりとこしへにいたるまで いずると入る入るとをまもりたまはん」 

となっています。 



「出で立つのも帰るのも」 

「いづると入るとをまもりたまはん」 

 

「出かけてから帰ってくるまで」という意味ですが、これを人生に 

なぞらえるなら「生れ出てから、御国に入る」その時までということになるでしょう。 

私たちが生まれてから召されるまで、神様の守りがあるのです。 

今年の 1 月 1 日の始まりから 12 月 31 日の終わりまで、とも考えることができるかもしれま

せん。 

そして、この年末、振り返ってみると、確かに神様の守りがありました。 

だからこそ、ここで礼拝をささげることができているのです。 

 

しかし、苦難の中に生きている方々も大勢いることに心を向け、それらの方々のために 

この詩編を祈りたいと思います。 

 

MACF の礼拝も奏楽や賛美の奉仕をしてくださっている方々、聖餐式の準備や会計処理をし

てくださっている方々、また折に触れて礼拝のためのお花を届けてくださる方、献金し、支援

的に祈り、集ってくださっている方々、つまり、皆様方お一人お一人によって支えられ無事に

今年も礼拝を継続することができました。 

その背後にある大きな神様の見守り、神様による助け、導き、促しがあることを本当に心強く 

感じながら今日まで進んでくることができました。 

 

確かに助けは天と地を造られた主から常に届けられました。 

私の健康が守られ、礼拝での奉仕を継続できていることも、単に私の体力が守られただけで

なく 

私の心も守られたことを意味しています。 

 

詩編 121 編を繰り返し思い巡らしながら新年に向かいたいと思います。 

 

 

祝福がありますように。 

 

関根一夫 

Youtube での映像は 

https://youtu.be/QMfbJv-10_Q 

https://youtu.be/QMfbJv-10_Q


 

 

＊＊＊＊ 

 

2024 年、皆様には本当にお世話になりました。ありがとうございます。 

この一年、礼拝を視聴してくださってありがとうございます。 

間接的な形ではありますが、共にみ言葉を味わうことができたことを感謝しています。 

あなたに「いてくれてありがとうございます。」のご挨拶を送ります。 

 

そして、多くの方々から支援の心、祈り、献金なども届けられ、支えられました。 

感謝します。 

新しい年も、どうぞよろしくお願いします。 

1 月 5 日が OCC での最初の礼拝です。 

ぜひ、お会いしたいです。 

 

祝福がありますように！ 

 

関根一夫 

 

 


